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は
じ
め
に

一言 ね .
　
　
　 　 　

今
回
紹
介
す
る
事
例
は
、
カ
ー
ブ
に
お
い
て
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
点
か
ら
自
動
車
が
転
落
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
事
故
が
通
常
の
用
法
に
即
し
た

走
行
な
い
し
道
路
の
使
用
の
際
に
発
生
し
た
事
故
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
転
落
現
場
周
辺
の
防
護
施
設
の
設
置

状
況
等
か
ら
、
道
路
管
理
者
に
瑕
疵
は
な
い
と
し
て
霊
坐
貝

と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。

し
、
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
及
び
民
法
七
百
十
七
条

一

項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。

原
審
は
、
亡
×
が
転
落
を
開
始
し
た
道
路
部
分

(以

下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
が
道
路
と
し
て
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、

被
告
に
上
記
道
路
部
分
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
は
な
い
と

し
て
、
本
件
請
求
を
棄
却
し
た
。

原
告
が
控
訴
。

2

事
実
関
係

(
一
部
実
例
か
ら
簡
略
化
し
て
い
ま
す
)

ゆ

本
件
道
路
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

①

A
線
は
、
カ
ー
ブ
が
多
い
川
沿
い
の
山
間
道

路
で
あ
り
、
大
井
川
側
は
急
勾
配
の
崖
と
な
っ

て
い
る
。
本
件
道
路
の
東
側
は
崖
下
約
二
〇
0

m
に
大
井
川
が
流
れ
、
西
側
は
山
で
あ
る
。

本
件
道
路
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
規
定
す
る
瑕
疵
と
は
、
公
の

営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を

い
い
、
瑕
疵
の
判
断
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、

場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮

し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
通
常
の

用
法
に
即
し
な
い
行
動
の
結
果
生
じ
た
事
故
に
つ
い
て
ま

で
設
置
管
理
者
が
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ

て
い
る
。

ー

事
例
の
概
要

本
件
は
、
亡
×
の
乗
車
す
る
自
動
車
が
静
岡
市
道
A
線

(以
下

｢A
線
｣
と
い
う
。)
を
走
行
中
崖
下
に
転
落
し
死

亡
し
た
こ
と
に
関
し
、
亡
×
の
相
続
人
で
あ
る
原
告
が
、

上
記
事
故
の
原
因
は
、
A
線
の
設
置
管
理
者
で
あ
る
被
告

静
岡
市
が
転
落
箇
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と

な
く
放
置
し
た
こ
と
に
あ
り
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
市
道

の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
、
被
告
に
対

カ
ー
ブ
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

地
点
か
ら
自
動
車
が
転
落
し
た
事
故
に
つ
い
て

道
路
の
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
静
岡
市
道

自
動
車
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



幅
員
約
五
･
三
m
の
平
坦
な
市
道
で
、
中
央
線
等

隙
間
か
ら
自
動
車
が
転
落
し
た
こ
と
が
あ
る
。
た

③

亡
X
運
転
車
両
の
路
外
逸
脱
速
度
は
、
第
一
転

の
表
示
の
な
い
単
路
で
あ
る
。
本
件
道
路
の
亡
×

だ
し
、
自
殺
と
い
う
尊
ゞ
流

し
て
"
た
。

･
b
占
襞

勺

、
‘
山

1

＼

"

の
進
行
方
向
は
、
右
曲
が
り
の
直
角
に
近
い
急
カ

ー
ブ
で
前
方
の
見
通
し
が
悪
く
、
勾
配
率
二
･
五

一
%
の
下
り
勾
配
で
あ
る
。
本
件
道
路
に
交
通
規

制
は
な
い
。

A
線
は
、
B
地
区
方
面
と
C
地
区
方
面
を
結
ぶ

地
域
の
主
要
道
路
で
あ
る
が
、
交
通
量
は
日
中
で

も
少
な
い
。

本
件
道
路
の
あ
る
B
地
区
付
近
は
、
雨
や
霧
が

多
く
、
冬
場
は
最
低
気
温
が
氷
点
下
と
な
る
地
域

で
あ
る
。

本
件
転
落
地
点
は
、カ
ー
ブ
の
終
点
で
あ
っ
て
、

カ
ー
ブ
の
始
点
よ
り
も
曲
率
の
程
度
は
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
。

②

本
件
道
路
に
は
、
別
図

("
頁
参
照
)
の
と
お

り
、
カ
ー
ブ
中
央
に
未
舗
装
の
待
避
所
が
設
け
ら

れ
、
待
避
所
中
に
は
土
盛
り
が
さ
れ
て
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
及
び
電
柱
が
設
置
さ
れ
、
本
件
転
落
地
点
に

は
、
丸
形
反
射
板

(以
下

｢デ
リ
ネ
ー
タ
ー
｣
と

い
う
。)
付
き
の
路
側
ポ
ー
ル
が
四
本
設
け
ら
れ

て
い
た
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
設
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
直
近
の
C
地
区
方
向
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

③

本
件
転
落
の
前
年
に
、
A
線
の
本
件
転
落
現
場

よ
り
C
地
区
寄
り
の
地
点
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

だ
し
、
自
殺
と
い
う
噂
が
流
布
し
て
い
た
。

④

A
線
が
林
道
か
ら
市
道
に
移
管
さ
れ
た
平
成
六

年
以
降
、
被
告
に
お
い
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
市

道
の
整
備
事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
が
、
本

件
転
落
後
間
も
な
く
、
A
線
道
路
改
良
工
事
の
一

環
と
し
て
、
本
件
転
落
地
点
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
た
。

②

本
件
転
落
の
態
様
等

①

亡
×
は
、
平
成
一
四
年
八
月
三
一
日
か
ら
同
年

九
月
二
日
ま
で
の
間
に
、
車
検
切
れ
の
普
通
乗
用

車
を
運
転
し
て
、
A
線
を
B
地
区
方
面
か
ら
C
地

区
方
面
に
向
け
て
走
行
し
て
い
た
が
、
本
件
転
落

地
点
か
ら
車
両
ご
と
転
落
し
、亡
X
は
死
亡
し
た
。

亡
×
運
転
車
両
は
、
路
外
逸
脱
後
、
約
四
0
m

下
方
の
地
点
に
第
一
転
落
を
し
た
。
第
一
転
落
地

点
か
ら
上
方
に
垂
線
を
引
く
と
崖
端
か
ら
二
八
m

の
地
点
で
あ
っ
た
。

亡
×
運
転
車
両
は
、崖
下
約
一
八
0
m
地
点
に
、

車
両
底
部
を
上
に
し
て
転
覆
、
大
破
し
て
お
り
、

前
照
灯
の
ス
イ
ッ
チ
は
オ
フ
に
な
っ
て
い
た
。

②

本
件
転
落
地
点
に
設
置
さ
れ
た
デ
リ
ネ
ー
タ
ー

付
き
の
路
側
ポ
ー
ル
四
本
の
う
ち
、
C
地
区
寄
り

の
一
本
が
崖
下
方
向
に
曲
損
し
て
い
た
が
、
路
面

に
亡
X
運
転
車
両
の
ス
リ
ッ
プ
痕
等
顕
著
な
痕
跡

は
な
か
っ
た
。

落
地
点
が
崖
下
約
四
〇
m
、
崖
端
か
ら
二
八
m
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
三
五
･
二
八
如
/
h
と
算
定
さ

れ
る
。

本
件
道
路
の
曲
率
半
径
は
17
R
で
あ
り
、
限
界

旋
回
速
度
は
三
人
･
九
如
/
h
と
算
定
さ
れ
、
路

外
逸
脱
速
度
が
こ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
件
転
落
の
原
因
は
速
度
超
過
で
は
な
い
。

④

本
件
転
落
が
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
平
成
一

四
年
八
月
三
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
日
ま
で
の

間
、
本
件
転
落
地
点
付
近
の
天
候
は
、
晴
れ
て
風

も
な
く
、
霧
も
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
。

⑤

亡
×
は
、
か
つ
て
運
送
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、自
動
車
の
運
転
に
は
熟
練
し
て
い
た
。

3

争
点

=

本
件
道
路
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
。

②

損
害
額

(本
稿
に
お
い
て
略
)

4

原
告
の
主
張

の
本
件
道
路
は
、
山
間
道
路
の
危
険
要
素
を
す
べ
て

充
足
し
て
お
り
、
A
線
は
当
該
地
域
の
主
要
道
路
で

あ
っ
て
、
道
路
状
況
を
承
知
し
な
い
観
光
客
な
ど
も

通
行
す
る
道
路
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
を
設
置
管

理
し
て
い
る
被
告
に
お
い
て
、
路
外
逸
脱
の
危
険
を

除
去
、
防
止
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら



ず
、
被
告
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
そ
の
他
の
防
護
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
な
く
放
置
し
、
亡
X
は
、
本
件
道
路

の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
よ
り
死
亡
す
る
に
至
っ
た
。

②
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
の
必
要
性
は
、
当
該
道
路
の

客
観
的
状
況

(危
険
性
)
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ

き
と
こ
ろ
、
本
件
道
路
は
、
法
令
を
受
け
て
定
め
ら

れ
た
防
護
柵
設
置
基
準

(以
下
｢設
置
基
準
｣
と
い

う
。)
第
2
章
2
ー
1
に
よ
る
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
間
で
あ
り
、
路
外

の
危
険
度
が
特
に
高
い
区
間
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
区
間
で
あ
っ
た
。

設
置
基
準
に
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
当
該
道
路
の

安
全
性
の
欠
如
と
道
路
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
が
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
被
告
の
有
貴
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

③
そ
も
そ
も
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
道
路
安
全
設

備
は
、
運
転
の
誤
り
を
前
提
と
し
て
、
運
転
者
の
生

命

･
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
亡
×
は
、
限
界
旋
回
速
度

(三
人
･

九
如
/
h
)
を
下
回
る
約
三
五
･
二
八
師
/
h
で
走

行
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
速
度
で
、

何
ら
か
の
運
転
の
誤
り
に
よ
る
路
外
逸
脱
は
、
通
常

起
こ
り
得
る
事
故
で
あ
っ
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
よ

っ
て
、運
転
者
の
生
命
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
は
可
能
で
あ
っ
た
。

④
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
や
カ
ー
ブ
"
"
フ
ー
は
、
雨
、
霧
な

ど
の
気
象
条
件
下
に
お
い
て
は
事
故
を
防
ぐ
効
果
は

な
く
、
｢通
常
運
転
｣
や

｢遵
法
運
転
｣
の
指
標
で

あ
っ
て
、
路
外
逸
脱
事
故
の
発
生
に
お
い
て
運
転
者

の
安
全
を
確
保
す
る
設
備
で
は
な
い
。

5

被
告
の
主
張

①
本
件
道
路
が
殊
更
危
険
な
道
路
で
あ
る
こ
と
は
否

認
す
る
。
本
件
道
路
は
、
幅
員
が
五
･
三
m
と
比
較

的
広
い
上
に
待
避
所
も
含
め
て
緩
や
か
な
右
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
お
り
、
四
〇
蛔
/
h
以
下
の
速
度
で
あ
れ

ば
曲
が
り
き
れ
な
い
カ
ー
ブ
で
は
な
く
、
通
常
の
運

転
で
は
転
落
す
る
危
険
性
が
な
い
。

本
件
転
落
地
点
は
、
カ
ー
ブ
の
終
点
で
あ
っ
て
、

カ
ー
ブ
の
始
点
よ
り
も
曲
率
の
程
度
は
緩
や
か
に
な

っ
て
お
り
、
本
件
道
路
を
一
定
の
速
度
で
進
行
し
て

き
て
、
制
動
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
に
、
遠
心

力
が
最
大
に
な
る
の
は
待
避
所
中
央
辺
り
で
あ
っ

て
、
本
件
転
落
地
点
で
は
転
落
の
危
険
は
小
さ
い
。

②
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
は
、
当
該
営

造
物
が
具
体
的
、
個
別
的
に
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険

の
発
生
を
防
止
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ

て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
事
故
と
の
関

係
で
厳
密
に
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
転
落
は
、
亡
×
が
運
転
す
る
車
両
が
走
行
中

に
路
外
逸
脱
し
た
交
通
事
故
で
あ
る
か
ど
う
か
も
不

明
で
あ
り
、
本
件
転
落
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
よ
っ
て

防
止
で
き
た
か
に
つ
い
て
も
一
切
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
転
落
は
、
速
度
超
過
に
よ
る
路
外
逸

脱
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
デ
リ
ネ
ー
タ

ー
に
よ
っ
て
左
側
路
肩
の
位
置
が
明
ら
か
で
あ
っ
た

か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
と
本
件
転
落
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
い
。

③
道
路
構
造
令
は
、
道
路
の
新
築
、
改
築
の
場
合
に

お
け
る
構
造
の
一
般
的
基
準
を
定
め
る
も
の
で
あ

り
、
道
路
の
高
度
の
安
全
性
を
追
求
す
る
行
政
上
の

立
場
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
設
置
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
当
該
道
路

が
直
ち
に
安
全
性
を
欠
き
、
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ

る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

本
件
道
路
の
カ
ー
ブ
中
央
に
は
待
避
所
が
あ
り
、

待
避
所
中
に
は
土
盛
り
が
さ
れ
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及
び

中
電
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本
件
転
落
地
点
に

は
、
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

本
件
道
路
の
安
全
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
被
告

の
本
件
道
路
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
。

④
亡
×
に
は
多
額
の
借
財
が
存
し
、
亡
×
が
運
転
し

て
い
た
車
両
は
車
検
切
れ
で
あ
っ
た
。
本
件
転
落
地

点
に
ス
リ
ッ
プ
痕
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
示
す
痕

跡
が
存
し
な
い
こ
と
、
速
度
超
過
に
よ
る
路
外
逸
脱

の
可
能
性
が
な
い
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、本
件
転
落
は
、

運
転
者
の
著
し
い
前
方
不
注
視
又
は
ハ
ン
ド
ル
操
作

の
誤
り
、
あ
る
い
は
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
終
え
て
か



ら
殊
更
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
返
し
た
こ
と
に
よ
り
発

二
〇
0
m
に
大
井
川
が
流
れ
て
お
り
、
急
勾
配
の

ル
を
四
本
設
け
て
、
夜
間
で
も
前
照
灯
を
点
灯
し

生
し
た
も
の
で
あ
る
。

崖
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
左
側
に
路
外
逸
脱
し
た

て
い
れ
ば
左
側
路
肩
の
位
置
を
把
握
で
き
る
よ
う

6

裁
判
所
の
判
断

①
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
瑕
疵
と
は
、
公
の

営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ

と
を
い
い
、
そ
の
判
断
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、

用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情

を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
す
べ
き

で
あ
り
、
通
常
の
用
法
に
即
し
な
い
行
動
の
結
果
生

じ
た
事
故
に
つ
い
て
ま
で
、
設
置
管
理
者
が
責
任
を

負
う
も
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
道
路
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
の
発
生

を
防
止
す
る
に
足
り
る
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

を
必
要
と
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
も
っ
て
足
り
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
道
路
の
設
置
管
理
者
が
発
生
し
た
事
故

に
つ
い
て
責
任
を
負
う
の
は
、
設
置
管
理
の
瑕
疵
、

す
な
わ
ち
当
該
道
路
の
危
険
性
と
因
果
関
係
の
あ
る

範
囲
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。

②
前
記
認
定
事
実
を
前
提
と
し
て
、
本
件
道
路
に
つ

い
て
、
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

た
か
ど
う
か
、
被
告
が
設
置
管
理
者
と
し
て
責
任
を

負
う
べ
き
か
に
つ
い
て
以
下
検
討
す
る
。

①

本
件
道
路
の
地
理
的
条
件
は
、
東
側
は
崖
下
約

崖
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
左
側
に
路
外
逸
脱
し
た

場
合
に
は
、
本
件
転
落
の
よ
う
な
運
転
者
、
同
乗

者
の
生
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
結
果
が
生
ず
る
危

険
性
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
こ
と
は
、
本
件
転
落
地
点
に
限
ら
ず
、
A
線
の

他
の
部
分
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、

市
道
に
移
管
さ
れ
て
以
来
、
被
告
に
お
い
て
、
平

成
七
年
度
よ
り
継
続
的
に
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。

②

本
件
道
路
自
体
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
、

幅
員
も
約
五
･
三
m
あ
る
平
坦
な
道
路
で
、
下
り

勾
配
で
は
あ
る
が
、
そ
の
勾
配
率
は
二
･
五
一
%

で
あ
る
。

本
件
道
路
の
カ
ー
ブ
の
曲
率
半
径
は
け
R
で
あ

り
、
確
か
に
急
カ
ー
ブ
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
件

転
落
地
点
は
、
カ
ー
ブ
の
終
点
で
あ
っ
て
、
カ
ー

ブ
の
始
点
よ
り
も
曲
率
の
程
度
は
緩
や
か
に
な
っ

て
い
る
。

そ
し
て
、
本
件
道
路
の
カ
ー
ブ
中
央
に
は
未
舗

装
の
待
避
所
を
設
け
て
、
減
速
せ
ず
に
カ
ー
ブ
に

進
入
し
た
車
両
の
安
全
を
確
保
し
、
待
避
所
中
に

は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
、
カ
ー
ブ
に
つ
い

て
運
転
者
に
注
意
を
促
す
と
共
に
、
対
向
車
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
件
転

落
地
点
に
は
、
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
付
き
の
路
側
ポ
ー

に
し
て
お
り
、
そ
の
数
メ
ー
ト
ル
先
に
は
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
件
道
路
を

走
行
す
る
自
動
車
の
運
転
者
は
、
通
常
の
注
意
を

払
っ
て
い
れ
ば
、
左
側
路
肩
の
位
置
を
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③

A
線
は
、
地
域
の
主
要
道
路
で
は
あ
る
が
、
平

成
六
年
ま
で
は
林
道
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
道

路
で
あ
り
交
通
量
は
日
中
で
も
少
な
い
oA
線
は
、

本
件
転
落
地
点
に
限
ら
ず
、
カ
ー
ブ
の
多
い
典
型

的
な
山
間
道
路
で
あ
っ
て
、
誰
に
と
っ
て
も
一
見

し
て
明
ら
か
に
高
速
度
で
走
行
す
る
こ
と
自
体
が

不
可
能
な
道
路
と
い
え
る
。
ま
た
、
本
件
道
路
の

あ
る
B
地
区
付
近
は
、山
間
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雨
や
霧
も
多
い
。

④

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
主
な
設
置
目
的
は
、
路
外
へ

の
逸
脱
に
よ
る
人
的
被
害
の
防
止
で
あ
り
、
設
置

基
準
に
よ
る
と
、
本
件
転
落
現
場
の
場
合
は
、
路

外
が
崖
で
あ
っ
て
危
険
度
が
高
い
こ
と
、
川
に
近

接
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
道
路
及
び
交
通
の
状

況
に
応
じ
て
原
則
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置

す
べ
き
場
所
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
設

置
基
準
に
よ
る
と
、
道
路
及
び
交
通
の
状
況
が
同

一
で
あ
る
区
間
で
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
原
則
と

し
て
連
続
設
置
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
前
記
設
置
基
準
は
、
道
路
が

他
に
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
満
た
す
た
め
の
基
準
を

定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
高
度
の
安
全
性
を

目
指
し
た
基
準
を
一
般
的
に
定
め
て
い
る
も
の
に

す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
前
記
設
置
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
直
ち
に
本
件
道
路
の

設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

ず
、
本
件
道
路
の
形
状
、
構
造
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

以
外
の
防
護
設
備
の
設
置
状
況
、
場
所
的
環
境
及

び
利
用
状
況
等
に
照
ら
し
て
、
道
路
が
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
具
体
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤

前
述
し
た
本
件
道
路
の
状
況
に
照
ら
し
、
本
件

道
路
を
走
行
し
て
い
る
車
両
が
路
外
逸
脱
を
す
る

可
能
性
と
し
て
は
、
速
度
を
十
分
に
落
と
さ
ず
に

カ
ー
ブ
に
進
入
し
た
た
め
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ

な
い
場
合
や
、
雨
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
カ
ー
ブ
を
曲

が
り
き
れ
な
い
場
合
、
濃
霧
や
豪
雨
で
カ
ー
ブ
を

認
識
で
き
な
か
っ
た
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
場
合
に
最
も
効
果
的
な
防
護
設
備
は
、
カ

ー
ブ
中
央
に
設
置
さ
れ
た
待
避
所
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
夜
間
の
走
行
に
際
し
て
は
、
デ
リ
ネ
ー

タ
ー
で
左
側
路
肩
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
道
路
は
、
本
件
転
落
地
点

に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

に
足
り
る
防
護
設
備
が
設
け
ら
れ
て
、
当
該
箇
所

に
即
応
し
た
安
全
性
を
備
え
て
い
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
を
通
行
す
る
車
両
の
運

転
者
が
、
本
件
道
路
の
よ
う
な
条
件
の
道
路
を
走

行
す
る
際
に
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
を
も
っ

て
運
転
す
れ
ば
、
当
該
車
両
が
本
件
転
落
地
点
か

ら
路
外
逸
脱
す
る
一
般
的
危
険
性
が
あ
る
も
の
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

原
告
は
、デ
リ
ネ
ー
タ
ー
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、

雨
、
霧
な
ど
の
気
象
条
件
下
に
お
い
て
は
事
故
を

防
ぐ
効
果
は
な
く
、
路
外
逸
脱
事
故
の
発
生
に
お

い
て
運
転
者
の
安
全
を
確
保
す
る
設
備
で
は
な
い

旨
主
張
す
る
が
、
そ
も
そ
も
天
候
に
関
す
る
前
記

認
定
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
当
時
本
件
道
路
付
近

が
原
告
主
張
の
よ
う
な
気
象
条
件
に
あ
っ
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
上
、
仮
に
こ
の
点
を
措
い
て
も
、

雨
、
霧
と
い
っ
た
条
件
下
に
お
い
て
も
事
故
を
防

ぐ
効
果
が
な
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、

直
接
に
路
外
逸
脱
を
防
ぐ
設
備
で
は
な
い
に
し
て

も
、
上
記
の
と
お
り
運
転
者
に
注
意
を
喚
起
す
る

な
ど
し
て
、
路
外
逸
脱
事
故
を
防
止
す
る
機
能
を

有
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し

て
も
控
訴
人
の
上
記
主
張
は
理
由
が
な
く
失
当
で

あ
る
。

な
お
、
本
件
転
落
現
場
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
は
、
平
成
一
四
年
度
の
A
線
道
路
改
良
工
事

と
し
て
本
件
転
落
前
か
ら
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本

件
転
落
後
間
も
な
く
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、

被
告
に
お
い
て
、
待
避
所
や
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
を
備
え
て
い
た
本
件
道
路
の
安
全

性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

平
成
七
年
度
か
ら
危
険
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
箇

所
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
て
き
た
整
備
事
業
の
中

で
、
八
年
目
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

被
告
が
本
件
転
落
後
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し

た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
不
設
置
の
状
態
が
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑥

ま
た
、
本
件
転
落
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の

発
生
日
時
は
不
明
で
あ
り
、
夜
間
か
日
中
か
も
不

明
で
あ
る

(前
記
認
定
に
よ
る
と
、
亡
X
運
転
車

両
は
発
見
時
、
前
照
灯
が
オ
フ
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
車
両
の
損
壊
が
激
し
く
、

ま
た
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
燃
焼
の
有
無
を
確
知
す
る

資
料
も
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
一

事
の
み
か
ら
本
件
事
故
が
日
中
に
発
生
し
た
と
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
)。

本
件
転
落
の
態
様
に
つ
い
て
は
、
前
記
認
定
の

デ
リ
ネ
ー
タ
ー
の
曲
損
状
態
及
び
亡
×
車
両
の
発

見
地
点
か
ら
す
る
と
、
曲
損
し
て
い
た
デ
リ
ネ
ー
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タ
ー
を
押
し
倒
し
、
道
路
と
直
角
に
近
い
角
度
で

し
か
も
、
前
述
の
と
お
り
、
本
件
転
落
の
原
因

百
十
七
条
一
項
の
特
別
法
と
し
て
国
家
賠
償
法
二
条

転
落
し
た
こ
と
、
そ
の
際
に
亡
X
は
急
制
動
の
措

置
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
三
五
蹴
/
h
前
後
の
速
度

で
路
外
に
逸
脱
し
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る

(前
記

の
と
お
り
亡
X
運
転
車
両
は
、
減
速
す
る
こ
と
な

く
路
外
に
逸
脱
し
、
別
紙
図
面
記
載
ア
地
点
が
第

一
転
落
地
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
上
記
態

様
で
転
落
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
。)
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、

転
落
に
至
る
ま
で
の
走
行
態
様
も
不
明
で
あ
る
。

本
件
転
落
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
速
度
超
過
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
以
外
、
亡
×
の
故
意

に
よ
る
も
の
か
、
又
は
、
い
か
な
る
過
失
に
よ
る

も
の
か
を
含
め
、
一
切
不
明
で
あ
る
。

結
局
、
本
件
転
落
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

前
記
認
定
に
よ
る
と
、
本
件
転
落
が
発
生
し
た
可

能
性
が
あ
る
期
間
の
本
件
転
落
地
点
の
天
候
は
晴

れ
て
風
も
な
く
、
霧
も
発
生
し
て
お
ら
ず
、
亡
X

は
、
自
動
車
の
運
転
に
熟
練
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
速
度
超
過
で
も
な
い
の
に
、
カ
ー
ブ
の

終
点
で
あ
る
本
件
転
落
地
点
か
ら
制
動
措
置
も
と

ら
ず
に
直
角
に
近
い
角
度
で
転
落
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
本
件
道
路
の
通
常
の
用
法

に
即
し
た
走
行
な
い
し
道
路
の
使
用
を
し
て
い
た

際
に
発
生
し
た
転
落
事
故
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

は
、
速
度
超
過
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
以

外
一
切
不
明
な
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
転
落
地
点

に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
転

落
を
防
げ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本

件
転
落
地
点
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
不
設
置
と

本
件
転
落
と
の
間
に
直
ち
に
因
果
関
係
を
認
め
る

こ
と
も
で
き
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

③
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路
の
形
状
、
構
造
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
以
外
の
防
護
設
備
の
設
置
状
況
、
場
所

的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
本

件
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
道
路
管
理
の
視
点

か
ら
本
件
道
路
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
不
設
置
の

点
を
み
る
の
に
、
前
記
認
定
の
本
件
道
路
の
状
況
、

本
件
各
証
拠
に
よ
っ
て
認
定
で
き
る
限
度
で
の
事
故

態
様
に
照
ら
し
て
考
察
す
れ
ば
、
本
件
道
路
に
お
け

る
本
件
事
故
発
生
の
具
体
的
危
険
性
、
本
件
事
故
発

生
の
予
見
可
能
性
及
び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
よ
る

事
故
発
生
防
止
の
可
能
性
等
の
道
路
管
理
責
任
を
問

う
上
で
前
提
と
な
る
主
要
な
要
因
を
認
め
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
に
つ
い
て
管
理
の
瑕

疵
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
被
控
訴
人
が
、
本
件
事
故
に
よ
り

生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
国
家
賠
償
法
二
条
一
項

(公

の
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
民
法
七

N

一"

が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
民
法
七
百
十

七
条

一
項
の
適
用
は
問
題
と
な
ら
な
い
。)
に
基
づ

く
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

④
以
上
に
よ
れ
ば
、
控
訴
人
の
請
求
は
理
由
が
な
い

か
ら
棄
却
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
旨
の
原
判
決

は
相
当
で
あ
る
。
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